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冬北斗の如く
厳しい冬の訪れが予感される向寒の候、保護者の皆さま

いかがお過ごしでしょうか。

冬北斗とは、「澄み切った冬の空の高みに、練として讃く北斗七星」に由来す

る冬の季語です。人文科学・自然科学面コースの生徒達も、11月の研修旅行、

ゲ叶Iドルがミでの課題探究の英語での発表（人文）・12月のSSH合同発表会で

の課題探究発表（自然）、NSH成果発表会での1年生に向けた課題探究発表（人

文“自然）といった今年度の「メインゴール」を、一人ひとりが大きな成果を

収めつつ決めることができました。それらの「虞とした讃き」を大切にして、

この冬にさらなる「高み」を目指して頑張ってくれると信じています。
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●I泊2日で「まほろは珊修」●
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嶋田管轄概捌き主碍能（日間汚”）

●グローIWLぜミで金木留学生と黄語で交流●

8枚に分かれて、様々な国の留学生を校舎案内と授業見学に1和一ト。会議室では、

各班毎に4月から取り組んできた課題探究の内容を英語で発表しました。そうして

打ち解けた後は、自己紹介やお互いの国や文化についての話が弾みました。
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●i珊2日のサイエンス●ツアー●
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卒籍生き鋳る会〈奉職褒黛重電取組の艦大豊まき）

●RS課題探究機内発表会・機外発表会●

校内発表会において選ばれた代表3班は、SSH合同発表会で生物班「1チレン

が植物に及ぼす影響」が口頭発表、その班と他の2枚（物理班と数学班Ⅱ）がポ

スター発表を行いました。他校の生徒からの質問に対する生物班の岡田君の対応

力が講評で高く評価され、語らしかったです
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